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１ 研究課題 

子ども理解 

 

２ 研究・研修の視点 

近年、少子化・核家族化・共働きの増加などにより子どもたちを取り巻く状況が変化し、保護者とのコ

ミュニケーション不足、愛着形成がうまくいかないなど、様々な問題を抱え入園してくる子どもも少なく

ない。家庭という狭い世界から、集団の場へ入り、園生活を通して色々な初めての体験をすることになる

子どもたち。一人一人の子どもたちが安心して過ごせる居場所作りを心がけ、未満児クラスからの丁寧な

関わりによって、楽しめる遊びが増え、子どもたちは少しずつ自分の世界を拡げていく。 

 本園は幼稚園から幼保連携型認定こども園に移行し、乳児保育からの育ちを、幼児教育へとつなげ、そ

の成長過程を見守る中で見えてくるものが沢山あった。 

 そこで、幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿に着目しながら、子どもたち一人一人の発達段階

を考慮し、乳児期から幼児期の成長を見守る中で、子どもたちが見せる様々な姿から、どのような援助・

関わりが必要であるかを考えてみた。 

 

３ 主な研究・研修の内容と計画 

（１）主な研究・研修の内容 

・ 遊びや生活を通して、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、具体的にどのような場面で見

られているのかを話し合う。 

・ 山あそびや食育活動などの具体的な実践事例をあげ、その活動を通して見えてくる子どもたちの

姿から、保育者としてどのような援助や環境設定が大切であるかを考える。 

（２）研究計画 

●令和元年度 

・ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえ、子どもたちの主体的な姿を引き出す為には、

どのような経験が必要かを協議しあう。 

・ 山遊びや食育活動にポイントを絞って、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿との関連性を考

えてみる。 

●令和２年度  

・ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえ、実践の中で生かしていく。 

・ 小学校との円滑な接続の為の、連携の図り方を考える。 

 

４ 研究の概要 

（１）研修・研修テーマのとらえ方 

第８分科会 

 幼児期の終わりまでに 
育ってほしい姿を踏まえた 

           保育実践 

問題提起園 いずみ幼稚園 

問題提起者 門倉 まなみ 
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 幼稚園生活の中での 体活動によって育まれる幼稚園教育に いて育みたい ・ の３つの を

に、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた保育実践とはどのようなものなのかを

がかりにした。 

本園で行っている「山でのあそび」「食育活動」などを通して、「幼児期の終わりまでに育ってほしい

１０の姿」が、どのように生か れているかということを保育者 で話し合いながら、園児一人一人の

発達や学びの連続性に 目し、実践を行った。 

（２）研究の内容 

 園での生活や遊びを通して、子どもたちがどのような を につけているのか、 年 の取り み

をあげながら、幼児期の終わりまでに育ってほしい姿との関連性、どのような場面に いてその姿が出

しているのか。また、これまでの活動の中での 年 を通して、子どもたちの遊びがどのよう

に変化していくのか、 れていくのかを考えてみた。 

（３） 実践例 

 山でのあそび 

 園児達は、年 を通して園 にある山から様々なことを学び、遊びを発 せている姿が見られ

ている。 れた山 であった 山を、子どもたちが入ることができるように、 年 から園長 生が

作 を行い、見通しの い切り かれた となり、子どもたちにとって のような楽し

い場所となっている。 

初めて く山 に、不安な を か ている年少児。様々な遊びを経験する中で、体 もつき、

年中児になると、大人の 助けがなくても、しっかりと に足をつけ山 を りている。 

 

 

 

 

 

 

年長・年中児の子どもたちが りなどをしている様子を見て、「自分たちもやりたい」という

れの ちが 生えた年少の子どもたち。初めは「こわい」「できないよ 」と き出す子どもも

いたが、年長児や年中児が「 きに りたら ないよ」「足の に を入れて、 っくり りる

よ」と教えてくれ、 る様子が見られた。 の や、不安定な の を く中で、 ラン

ス が大切なことや、踏 ることが大事であると いたよう った。 

 

 

 

 

 

 

山でのあそびの経験を通して、 の 、 っ 、 など、 近な を い、自分で考え、あそび

を することもできるようになってきた子どもたち。 れていた の に、 を いて く

と・・・子どもたちがそれを発見 子どもたちが、どのようにして、遊 かを見守っていると・・・

りを楽し

年長児  

り  
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れていた つの がシー ーとなり、そこにまたがり楽しそうに遊 姿があった。 

 

 

 

 

 

考 とまとめ  幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿とのつながり  

自 かなこの環境の中で、 いきりのびのびと を動かして楽しく遊び 、 様な動きを し、

ランス を ったり、 ちとイ ー を共 しながら、 な動き の遊びを楽し りするようにな

ってきている子どもたち。 考 が まることで、 の や、 を する も につき、集団で活

動することで、 性や協 性も につく 様子が見られている。 に れた と い、不安定な

、 のある を りることが くて、「 い」「自分にはできない」とあきらめていた子どもたちも、

年長・年中児の遊 でいる姿に、 を けてきた。「 ち ・ ち 達すごいな 」「かっこい

い」「自分もやってみたい」という れの ちから、動きを したり、少し いけれどやってみる と

いった行動をとるようになってくる。また、やりたい遊びがあることで、 を つことや り合うことが

できるようになり 、年長児が自分より小 い ちに、 しく接し、 助けする といったほほえまし

い姿も く見られている。山での様々な体験を通して 心や 心も まり 、その遊びを と一 に

経験 する中で と共 する楽し や、 いやり助け合いの ち も 生えている。１０の姿は、達成

目 ではなく、育ちの方 性であることを保育者が に に きながら、 も子どもたちの きを大

切にし、 で話し合い、協 ・ しながら色々なことに取り でいこうと う。自分自 が に

つかった 、 を り える を につけていけるように、たくましく成長してほしいと っている。子

どもたちが「 」、 ・関心を っていることに き、それを遊びの中に取り入れ、子どもたちに必要

な体験が られるように、保育者も共に楽しみながら子どもたちと楽しく過ごしていきたい。一人一人の自

定 を め、 年 の も めながら、 いを認め合う集団 くり ができるように、 してい

こうと う。 、いずみ幼稚園の りにある自 環境を大切にしながら、子どもたちの楽しい遊び場となる

ように も少しずつ環境を えていきたい。 

イ 食育活動 

子どもたちの姿の中で「食」に する課題が く見られていたこともあり、「食を楽し ことのできる子

シー ー  

① 【健康な⼼と体】 
② 【健康な⼼と体】【協同性】【豊かな感性と表現】 
③ 【道徳性・規範意識の芽⽣え】【社会⽣活との関わり】【思考⼒の芽⽣え】【協同性】 
④ 【思考⼒の芽⽣え】【⾃⽴⼼】 
⑤ 【道徳性・規範意識の芽⽣え】 
⑥ 【協同性】【道徳性・規範意識の芽⽣え】【社会⽣活との関わり】 
⑦ 【思考⼒の芽⽣え】【豊かな感性と表現】 
⑧ 【協同性】 
⑨ 【協同性】【道徳性・規範意識の芽⽣え】【社会⽣活との関わり】 
⑩ 【⾔葉による伝え合い】【思考⼒の芽⽣え】【協同性】【⾃⽴⼼】 
⑪ 【協同性】【道徳性・規範意識の芽⽣え】【⾔葉による伝え合い】【思考⼒の芽⽣え】 
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どもたち」との いをもって、行ってきた食育活動の中での子どもたちの育ちを った。 

１・２ 児の取り み  

「 きなか 」の 体あそびを楽しみ、「か と 」の 本を り し楽し でいた ・ 児。子

どもたちの ・関心のある事 を 々の保育の中に取り入れることはできないかと考え、食育活動も

て小 なか 「ラ シュ」を育てることにした。 

 

 

 

 

 

考 とまとめ  幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿とのつながり  

子どもたちが楽し でいた 体遊び の を ントに、子どもたちが楽し で取り める食育活動は か

と考え、ラ シュを育てることになった。自分達で ラン ーを作り、 を て、ラ シュの

生長を楽しみながら、見守りを続け 、 を心 ちにする子どもたちの姿があった。 

自分達で成長を見守り続けた を することで、 きから までの一連の れをやりきった達成

を られたよう った。 の は を げ びの を か ていた。 を く食 なかった子

が、自ら を して食す姿や、「 いしい 」と を か る 子も かった。 

ちと一 が楽しいと 、関わりを めていく中 で、共通の目的を ちその目的を達成し びを

る体験を ていくことが、子どもたちの自 、学びへ かう へとつながっていくのではないかと

る。子ども自 が、「楽しい」と える遊びの中で体験したことが、沢山の学びへとつながっていくことを考

え、 も子どもたちが楽し で取り ことのできる活動作りを行っていきたい。 

年少児の取り み 

保育 の 本 の中にあった、かこ とし作の 本「に たけの ポ」。 の や りの

の 集まりの など、 み かせの にその 本を見たり、 の める ちが でくれたりし

たことで、「に 」という食 に関心を す子どもが増えた。「人 を育てて か作りたい 」と

の子どもの から、み なで人 を育てることになった。 

 

 

 

 

 

から までの一連の れを通して、子どもたち自 が人 の育ちを理解することができた  

① 【健康な⼼と体】【協同性】【豊かな感性と表現】 
② 【 ・ 識 の関⼼・感 】【⾔葉による伝え合い】【豊かな感性と表現】 
③ 【⾃ との関り・⽣ 】【⾃⽴⼼】【協同性】【道徳性・規範意識の芽⽣え】 

【 ・ 識 の関⼼・感 】【⾔葉による伝え合い】【豊かな感性と表現】 
④ 【⾃ との関わり・⽣ 】【健康な⼼と体】【⾔葉による伝え合い】【豊かな感性と表現】 
⑤ 【協同性】【道徳性・規範意識の芽⽣え】【豊かな感性と表現】 
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考 とまとめ  幼児期の終わりまでに育ってほしい の姿とのつながり  

人 を通しての様々な活動 の中では、 ちと一 に食 る楽し 、食 への関心、 活動

を通して食に関する学び にも を つことができたのではないかと考える。 

 保育者や ちと心 を ながら、「 ちっていいな」「一 って楽しいな」 と えるように、

子どもの 中に り うこと、「あった」「みてみて」などの出 い を える をしないこととしている

と、様々な 近な自 との出 いが生まれる。生育過程の見守りを続ける中で、 やりや とりなどの世

話が必要であることを った 。 々の小 な変化に きと びの が 生え、 を心 ちにしてい

るよう った。 は、自分達で した人 を で て えたり、 や大き を あったり 、

子どもたちが楽しく色々なことを学び成長していく姿があった。 

 した人 を い人 ケー を作る為に、 で い に出かけ、 を したり 、出 がった人

ケー を のクラスの ちに ったり した経験も、子どもたちの心に く まれたことと う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）まとめ  

、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた保育実践」というテーマで研究を めてき

た。年 を通しての活動の中での子どもたちの姿を、「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」と

らし合わせてみてみることで、遊びを通しての 合的な を通して育っていくその姿が、「幼児期

の終わりまでに育ってほしい１０の姿」につながっていくの と る。子どもたちの ・関心のあ

る事 に 目しながら、楽しい実践を行っていくことで、子どもたち自 の主体的な姿を引き出すこと

ができるように、その為にはまず、子ども自 が楽しいと 、遊びに 中できる環境作りや、教 研

究、子ども一人一人の内面を理解した での保育者の関わりが、大きなポイントになってくるのではな

いかと う。子どもたちの遊びを 実 せていくことが、 くの学びへとつながり、「幼児期の終わりま

でに育ってほしい１０の姿」と びついていくのではないかと ている。子どもたちの 々の姿や、

成長の過程から、生活や遊びを 実 せることができるように、「 ・人 関 ・環境・ ・ 」

の つの の らいや内容、幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿を、 に に きながら、

子どもたちと関わりを めていくと共に、人 形成の を うこの大切な乳幼児期に関わる者として、

保育者自 の の の為の が 要であると考える。保育者 で、足りないとこ を い合いな

がら、子どもたちと共に成長し し続けていけるように、 も子どもたちと楽しみながら園生活を

① 【⾃ との関わり・⽣ 】【健康な⼼と体】【協同性】【思考⼒の芽⽣え】【⾔葉による伝え合い】 
【 識 な の関⼼・感 】【道徳性・規範意識の芽⽣え】 

② 【協同性】 
③ 【思考⼒の芽⽣え】【⾃ との関わり・⽣ 】【豊かな感性と表現】 
④ 【協同性】【⾔葉による伝え合い】 
⑤ 【思考⼒の芽⽣え】【豊かな感性と表現】 
⑥ 【道徳性・規範意識の芽⽣え】【⾔葉による伝え合い】【思考⼒の芽⽣え】 
⑦ 【⾃ との関わり・⽣ 】【思考⼒の芽⽣え】【豊かな感性と表現】 
⑧ 【 識 な の関⼼・感 】【思考⼒の芽⽣え】 
⑨ 【社会⽣活との関わり】【思考⼒の芽⽣え】 
⑩ 【⾃⽴⼼】【協同性】 
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実 せていくことができたらと考えている。 

乳幼児期の生活の中で、 ちと共 し色々な体験を み ていくことが、子どもたち一人一人の

主体性を育てる。子どもたちの 動・ 心を引き出していけるような関わりや保育ができるように、

・ に学び、人 性・ 性をしっかりと育 でいきたい。小学校教育との接続に し、幼児期

の生活や遊びの中で に けたことを、小学校の教 の学びへとつなげていけるように、小学校との共

の場を増やしたり、子どもたちの育ちの様子などを 化・ 視化して える 、園での取り み、

「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」を踏まえた子どもたちの育ちを えていきたい。また、

子どもたちの育ちや学びが、どのようにつながっていくのかをしっかりと考えながら、小学校との連携

の取り方 も していくことができたらと っている。 

 

（ ） の課題 

は、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた保育実践」というテーマで、これまでの園

での取り みの中での子どもたちの姿から、どのような育ちが見られていたかということで、研究を

めてきた。「主体的・ 話的で い学び」につながる保育の り方を考え、子どもたちが に つかっ

た にも、自ら解 できるような や、学びに かう をつけていく為には、どのような体験が必要で

あるのかを考え、これまでの活動などを り ってみた。子どもたちの いに り うことを大事にし

ながら、 々接しているつもりではあるが、活動が保育者 主 の になってしまったり、トラ

を する為の、「 の 」を に し、保育者が りしてしまう 状が いことが で

ある。 

また、これまでの保育を り ってみると、子どもたちが主体的に活動に取り ことのできる環境

の などをしていた うか、「こうしまし う」「これはこうですよ」などと を出し、子どもの

自主性を し、 ちをくみ取れていた うかと する。これからの取り みの中で、子どもた

ち自 が「やってみたい 」と 的に かい、「楽しかった 」という満足 ・ 実 を わうことが

できる活動 を考えていきたいと う。 

この かな自 環境を生かし、本園でしか体験することのできない活動を沢山取り入れ、心 とも

にたくましく成長してほしいという いのもとに、子どもたちが主体的に活動を行い、発達に必要な経

験を でいける場を作り出し、 の保育・教育活動を 実 せていきたい。子どもたちの発達を見

通し、子どもたちの「 」を大事にしながら、保育者自 が子どもたちの小 な変化にも ける 性

を い、保育の の と、保育環境の 実に けての取り みなどが 要な課題であると考える。ま

た、幼児教育の中で経験して った を、学校教育につなげていく為に、子どもたちの為に園でできる

ことを考えながら、 も子どもたちが色々な経験をすることができる場作りに めていきたい。乳幼

児期の保育・教育を通して育まれた ・ を、小学校に いて に していくことができるよう

に、小学校との連携を図っていくことが大切であると考える。小学校との円滑な接続の為に、連携の図

り方を考えていくことも、 の課題である。 

 


